
すべての人に安心できる居場所と出番があり、希望を持って踏み出せる社会

ワークフェアだより
第14号 202 5年12 月

もう20年以上前だが、義理の父が病気で亡くなった。
73歳だったから、寿命というには少し早かった。
義父の家に親せきが集まり、しんみりと思い出話に

浸った。亡くなる前の3ヶ月ほどは入院生活だったこ
と話が及ぶと、「動けない体で、病院にずっといるの
もねぇ」「これ以上長患いせずによかったのかも」と
慰め合った。
その時、孫にあたる女の子が、ちょっと言い返すよ

うに言葉を口にした。「いや、じいちゃんには生きて
いてほしかったよ。動けなくなっても、生きているっ
ていうのが大事だったよ」
その場面が、深く記憶に残っている。あの時、義父

は孫娘の心の中にいた。そして、じいちゃんの孫で
あったという誇りが、大げさだけど、これから生きて
いく力の一部になっていったのだと思う。
この11月、私たちの団体は、活動理念を12年ぶりに見直した。ビジョン（私たちが実現

したい社会）は「すべての人に安心できる居場所と出番があり、希望を持って踏み出せる
社会」。「居場所」は、住まい、職場、仲間、家庭、地域など。「出番」は、職業はもち
ろん、家族、地域活動など、つまりは役割。人とつながっていれば、きっと役割はある。
義父には、死ぬまで、いや死んだあとも、居場所と出番があったのだ。すべての人が、

そんな生き方をできる世の中を目指して活動していきたい。（代表理事 柳谷君予）
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就労移行支援事業の新しいカタチ☆
「働きたい」「もう一度社会に出たい」——そんな思いを応

援します。就労移行支援事業所らぽらぽは、無職や休職中の
方が一般就労や復職へとつながるよう、新しいサポート体制
をスタートしました。
18歳から65歳未満の障がいをお持ちの方を対象に、一人ひ

とりの希望や状況に合わせて、生活リズムの整え方や職場

9月29日に、北海道生活困窮者支援ネットワー
ク（どうねっと）主催の居住支援事業説明会・
意見交換会が北見市内で行われました。当団体
も事業説明や視察対応、会場運営などを担当し
ました（スクリーン右隣が柳谷です）

実習、ビジネスマナーなど、就労に必要なルを段階的に身につけられる支援を行います。ま
た、医療機関や行政、企業など多くの関係機関と連携し、安心して就労に挑戦できる体制を
整えています。「まずは話を聞いてみたい」という方も大歓迎です。気軽に声をかけて、一
緒にあなたらしい働き方を考えていきましょう。私たちは、誰もが自分らしく働ける「新し
い就労のカタチ」をこれからも一緒に広げていきます。（電話0157-57-3136）

～特定非営利活動法人ワークフェア 活動理念（2025年11月11日更新）～
●ビジョン（私たちが実現したい社会）
すべての人に安心できる居場所と出番があり、希望を持って踏み出せる社会
●ミッション（私たちが取り組むこと）
・孤立しがちな人とつながり、共に考え、悩み、行動します
・住民や団体と連携し、だれもが助け合える地域づくりを進めます
・公的な機関や制度ではできないことを試み、新しい視点を提案します



いきるくらす事業部

様々な困りごとを抱える方に寄り添い、関係機関と連携し
ながら支援を進めています。近年は住まいや家計に関する相
談が増えており、必要に応じて弁護士相談につなぐなど、地
域全体での解決を目指しています。7月には北見・網走・紋
別・釧路の自立支援機関と意見交換会を行い、ひきこもり支
援や居場所づくりについて情報共有を深めました。

主に経済的な困りごとを抱える方に伴走し、解決に向けて関係機関と共に支援を行っています

オホーツク相談センターふくろう

居住支援(スパロウハウス)

住居を失った方・借りられない方・自宅にいられない方等への一時的な住居の提供や住まい探しの支援

今年度もあっという間に半分が過ぎ、住まいの支援活
動も慌ただしく駆け回ってきました。
2025年4～9月の相談者数は74名で、想定を大きく上回る
結果となりました。緊急性の高いシェルター利用は14件
にのぼります。相談内容は多岐にわたり、生活保護の申
請に伴う住居確保や、DV・家庭内不和で家に戻れない方、
家賃滞納による強制退去、身寄りがなく新規契約や更新
ができない方など、さまざまな理由で訪れる方がいらっ
しゃいます。私たちは、まず相談者のお話に耳を傾けた

新規相談：74件（男性 41名、女性33名）
一時入居(シェルター)：新規入居16人
相談元住所：北見市内：48名 北見市外：26名

新規相談 68件 プラン数 33件
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※数値実績は2025 年度の上半期実績

刑余者の居住支援

ワークフェアでは、今年度「誰にも頼ることのできない支
援が必要な出所者等への居住・就労支援」を実施しています。
これまでの住まい支援の経験を活かし、犯罪を犯した方でも
再起を目指す方のお手伝いをしています。どのような経緯が
あっても再起を目指せる社会の実現のため、皆さまのご協力
をお願いしたいと考えています。特に企業の経営者の方で人
材を求めている場合は、再起を希望する方への就労の場の提
供をご検討いただければ幸いです。
ご関心のある方には、こちらからご説明に伺いますので、

ぜひご連絡ください。

うえで、不動産業者や役所、関係機関との調整や情報提供を一緒に行い、安心して暮ら
せる住まいを確保できるよう支援しています。

誰にも頼ることのできない支援が必要な出所者等への居住・就労支援

2025/ 10/2(木)北海道新聞朝刊に記事掲載されました！

※この事業は独立行政法人福祉医療機構（ＷＡＭ）の2025 年度社会福祉振興助成事業に採択されています



こども事業部

2025年度もゆるやかな居場所から多様な相談まできめ
細かな支援を行っています。
4月から9月は新規相談が48件でした。チラシやSNSでつ

ながる方以外に、関係機関や他団体さまからの紹介でつ
ながるケースも目立ちました。
何かしらの困難を抱えた女性のみなさんが自分らしく、

少しでも孤独感が和らぐようなサポートを続けていきた
いと思います。

北見市 登録数31人（小学生8人、中学生20人、高校生3人）
オホーツク町村部 登録数9人（小学生5人、中学生1人、高校生3人）

登録者数11人（小学生3 中学生8 その他1）

こどもの学習支援

こども訪問シマエナガ ～不登校訪問支援・オホーツク管内～
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女性のためのつながりサポート
孤立・孤独で様々な困難を抱えた女性が社会との絆やつながりを回復するためのサポート

新規相談 48件 関係機関との情報共有・連携153回 居場所開催26回・利用者延べ213人
生理用品の提供：希望者へ76袋/トイレ設置BOXへ補充1140個/市内小中学校へ提供214袋

8/20 北見市北ガス市民ホールにて「子どもに関わる関係機
関交流会」を開催し、教職員や関係機関の方々37人が参加くだ
さいました。

シマエナガの訪問では、こども事業部のスタッフがご家庭
を訪問し、ボードゲームやお散歩など、子どもが好きなこと
を一緒に楽しんでいます。スタッフのほかに、ボランティア
スタッフが同行することもあります。7月には、こども事業
部の活動に関心を持った北海道大学の学生が、夏休みの帰省
中に同行し、子どもたちとUNOをしたり、おしゃべりをした
りしながら交流しました。

※数値実績は2025 年度の上半期実績

コーヒーやお茶でほっとする時間

当日は、北見市内のフリースクールなど子どもが孤立しないための居場所や学習支援、
SSWなど相談窓口、不登校親の会、こども食堂など様々な立場の民間団体や公的機関の発表
をお願いしており、当団体の学習支援えぞりす・こども訪問シマエナガの紹介もいたしまし
た。先生方や子どもに関わる支援者同士が地域資源の情報を共有し、必要な子どもに届くよ
うな願いのこもった時間となりました。

今後は、12/5 遠軽町メトロプラザにて
「子どもに関わる関係機関交流会in遠紋」を開催します！
興味のある方は、お問い合わせください。



はたらく事業部

 

オホーツク若者サポートステーション

北見市社会的居場所づくり支援

生活困窮者就労準備支援 

～15～49歳の就職を応援しています～

～生活保護を受給している方の社会参加支援～

～ひきこもっている方などの社会参加支援～

新規登録 25人

就職者数 15人

北見市：  新規利用6人 利用者数29人

新規利用 3人

利用者数 26人
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「少しずつの挑戦で、自信をつけて働く一歩へ」
長い間家にこもっていたり、仕事から遠ざかっていた

方も、就労準備事業に少しずつ通いながら、内職や屋外
作業に挑戦しています。

新しいことに取り組むたびに「できた！」という小さな
自信や達成感を積み重ね、少しずつ次のステップへ進む力を
育んでいます。

毎日の小さな挑戦が、未来への大きな一歩につながっています。

「みんなで歩む、少しずつの前進」
居場所支援では、日々の中で「できた」「やってみよう」と

思える小さな自信を大切にしています。今回のかぼちゃ作業で
も、みんなで手を動かし、できあがった時には達成感がありま
した。
また、長く利用されていた方が就職され、その姿が他の利用

者さんの「私も少しずつ進んでみよう」という前向きな気持ち
につながっています。
これからも、安心して過ごせる居場所でありたいと思います。

「ハッカの香りに包まれて――北見の特産に貢献！」

北見のハッカに貢献しています。 
北見と言えば「ハッカ」ですよね。 
サポステは、ハッカ油で有名な「ハッカ通商さん」で、
職場体験をさせて頂いています。 
工場内では、ハッカ油やハッカティーの箱詰め作業を中心
に手先を動かすお仕事、農場では鍬などを使って、畑内の
除草作業で身体を使うお仕事を行っています。それぞれ週
に1回の頻度で頑張っています。（除草作業は夏場のみ） 
優しく見守ってくださる職員さんに囲まれながら、与えら
れたお仕事をしっかりこなしています。ハッカの香りに囲
まれながら、北見の特産に貢献しています。 

ハッカ工場での
箱詰め作業→

ハッカ畑の除草作業↓

←神社の
清掃ボランティア

↑

力
を
合
わ
せ
て

作
業
し
て
い
ま
す

※数値実績は2025 年度の上半期実績

箱折り内職と
袋折り内職の様子↓



2025年7月～8月にクラウドファンディング挑
戦しました。クラウドファンディングの締め切
り直前には、事業周知と協力をお願いするため、
音楽グループ「rajada（ハジャーダ）」さんに
ご協力いただきチャリティライブを開催しまし
た。関係機関、団体、そして地域住民の方々15
人が参加してくださり、当日の募金額は8010円、
クラウドファンディングは105,000円でした。

孤独感を抱えた人がゆるやかにつながれる、何もしなくていい常設の居場所

イラストクラブ 開催：12回 参加者数：96人

あおむしルーム利用 延べ1028 人 緊急宿泊 延べ9泊

創作活動が好きな人たちの活動の場をつくり、社会参加の機会を創出します
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2025年7月北網圏北見文化センター喫茶プラネ様の
ギャラリーで開催しました。各事業部の利用者さんとス
タッフによる26点の作品を展示し、多くの市民の皆さま
にご観覧いただきました。出品者・来場者ともに毎年楽
しみにしている、イラストクラブ恒例のイベントです。
来年度も魅力ある作品展を開催できればと思います。

ワークフェアでは、オホーツクで唯一の居住支援法人とし
て、障害をお持ちの方の住まいの支援を行っています。
「今後はこんな風に暮らしたい」という本人の希望をお聞き
し、実現に向けてワークフェアが協力します。具体的には、
精神科病院からの退院知的障害者支援施設、身体障害者支援
施設、重症心身障害児者施設などからの一人暮らしといった
ケースの支援が可能です。

ご本人だけでなく、ご家族や支援関係者の方も、関心のある
方はぜひワークフェア・スパロウ相談室までご連絡ください。

未達成ではありましたが、温かい応援のメッセージを多数頂くことが出来ました。心よ
り感謝申し上げます！

※今年度、あおむしルームは内閣府「地域における孤独・孤立対策に関するNPO等の取組モデル調査」
に採択されました。

スパロウ相談室
障害のある方の生活全般をサポートする「スパロウ相談室」

新規計画相談利用者 1名

【 12月末日まで出展作品を募集中】2026年1月にサポステフロアにて「ポストカード展」を
開催予定です。つきましては出展作品を募集しています。
対象作品：オリジナル・版権いずれも可
ジャンル：イラスト、スクラッチアート、手芸、工作など、ポストカードサイズであれば応
募可能（立体作品は要相談）
受付：NPO法人ワークフェア 山内・塩濱まで データ送付可 → ezorisu@workfare.link

mailto:ezorisu@workfare.link


⚫ 主に6月・ 12月の年2回発行
⚫ 発行部数約1000 部
⚫ オールカラー印刷、A4サイズ8ページ
⚫ 配布先→道内外の福祉関係機関、行政機関、企業・団体、個人

ワークフェアの情報誌に広告を掲載しませんか？
企業・団体の知名度アップや求人、お知らせなど、自由に設定できます

※広告掲載についての詳細は【 0157 -57-3190 】 までお問い合わせください
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×
円

×8.8
6,600 円
1枚掲載可

×18
13,200 円
2枚まで掲載可

広告ページ広告ページ



×4.2
3,300

×8.8
6,600 円
1枚掲載可

×18
13,200 円
2枚まで掲載可
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広告ページ
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寄付申込

≪ご支援ありがとうございます≫
★寄付のお願い（単発・継続）
右のQRコードを読み込むか、ワークフェ

アホームページの「寄付申込」ページから
お手続ください。クレジットカードも使え
ます！ 継続寄付のお手続きも可能です。

発行：特定非営利活動法人ワークフェア
〒090 -0064 北海道北見市美芳町5丁目2-13 エムリンクビル

0157 -57 -3136 （ 代表・はたらく事業部・こども事業部）

0157 -25 -3110 （ オホーツク相談センターふくろう）

0157 -57 -3190 （女性・居住支援・あおむしルーム）

Facebook ： @workfarekitami メール： info@workfare . link

編集人：西村・野地

公式HP

★ご寄付いただいた皆様
（掲載許可分、2025年6月～10月、順不同）
小野雅晃様、目黒新聞店様、佐々木紀子様、本田雅典様、
(有)前橋玩具店様、嬉楽北見様、木間靖史様、
(株)成中クリーニング様、(株)五十嵐建設様、
阪田労務管理事務所様、(株)丸米産商様、
山口光浩様、加藤幸恵様、(株)武藤農産様

★菓子、物品などのご寄付（同上）
道新きくち販売所様、熊谷年金労務相談事務所様、
スマートプロジェクト様、(一社)シマエナガ様

★イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン
2024年度分で14,800円分のギフトカードをいただきまし
た。シェルターに必要な調理器具などを購入しました。

★就労訓練の作業を委託いただいた企業様（同上）
(株)目黒新聞店様、有限会社与野木新聞店様
(株)北見ハッカ通商様・北見ハッカ研究所様
佐呂間町農業協同組合様、紋別市社会福祉協議会様
令和町内会様、第29回北見図書館まつり実行委員会様
(有)大黒屋様、北見クラス・ルアーナ様、(株)FReeee様

広告コーナー
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